
学校番号 ３００２ 

平成 30年度 農業科（ハイテク農芸科） 

 

教科 農業 科目 農業情報処理 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 「農業情報処理」 （実教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

農業の各分野では、システム化やサービス化による情報化が進んでいます。2年生ではそれら情報処理

の知識と技術についてさらに深く学習します。座学を通して農業におけるコンピュータとネットワーク

の重要性を理解し、実技を通して情報処理の実践的な知識と技術を身に付けていきます。 

 

２ 学習の到達目標 

・農業情報システムの進展と情報処理の意義や役割を理解する。 

・情報リテラシと知的財産権に関する知識と技術を習得する。 

・農業情報及び環境情報を主体的に活用する能力と態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

農業情報の特徴や仕組

み、システム化・サー

ビス化による情報化に

関心をもち、情報の収

集・分析・発信に関す

る課題の探求に意欲的

に取り組むとともに、

その課題を科学的に捉

えて合理的に解決しよ

うとする実践的な態度

を身に付けている。 

農業情報の特徴や仕組

み、システム化・サー

ビス化による情報化に

関心をもち、諸課題の

解決をめざして思考を

深めている。実践的な

知識と技術を基に、課

題を適切に判断すると

ともに、科学的に捉え

て合理的に解決し表現

する創造的な能力を身

に付けている。 

農業情報の特徴や仕

組み、システム化・サ

ービス化に関する情

報化の技術を身に付

け、情報の収集・分

析・発信するプロジェ

クトを合理的に計画

し、その技術を適切に

活用している。 

農業情報の特徴や仕

組み、システム化・サ

ービス化に関する情

報化の知識を身に付

け、情報技術及び情報

通信ネットワークの

活用が環境保全や農

林業の持続的な発展

に果たす役割を理解

している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ワークファイルの記述

と提出状況 

レポート、発表 

自己評価 

学習状況の観察 

ワークファイルの記述

と提出状況 

レポート、発表 

実技定期考査の結果 

自己評価・相互評価 

学習状況の観察 

ワークファイルの記

述と提出状況 

レポート、発表 

実技定期考査の結果 

自己評価・相互評価 

学習状況の観察 

ワークファイルの記

述と提出状況 

レポート、発表 

実技定期考査の結果 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

農
業
の
情
報
化 

 

・農業情報のシステム

化・サービス化、知的財

産権と情報モラルについ

て考える。 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

a:農業と情報処理に関心を

持ち、意欲的に学習に取

り組もうとしている。 

b:農業と情報処理について

課題を見出し、その解決

に思考を深め、判断・表

現する姿勢がみられる。 

c:農業と情報処理、ソフト

ウェアについて実践的な

知識や技術を身に付け、

その技術を活用してい

る。 

d:農業と情報処理について

理解し、実践的な知識を

身につけている。 

学習観察 

 

ワ ー ク フ

ァ イ ル の

記 述 と 提

出状況 

 

レポート 

 

発表 

 

実技 

 

定期考査 

情
報
の
基
礎 

 

・農業と情報処理につい

て、ワードプロセッサや表

計算ソフト等を用いて取り

組む。 

・情報通信ネットワークに

ついて理解する。 

情
報
の
活
用 

  

・ワードプロセッサソフト、

表計算ソフト、画像・図形

処理ソフト、プレゼンテー

ションソフトを実践的に活

用することができる。 

２
学
期 

情
報
シ
ス
テ
ム 

・情報システムの役割につ

いて理解し、その利用を

考える。 

・リモートセンシングと地理

情報システムの役割と意

義について理解し、取得

した情報を活用する。 

・農業や環境、森林情報の

役割と意義、その活用技

術について理解する。 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

a:農業と情報処理、ソフト

ウェアについて興味・関

心を持ち、意欲的に学習

に取り組もうとしてい

る。 

b: 農業と情報処理、ソフト

ウェアについて課題を見

出し、その解決に思考を

深め、判断・表現する姿

勢がみられる。 

c: 農業と情報処理、ソフト

ウェアについての技術を

身に付け、その技術を活

用している。 

d: 農業と情報処理、ソフト

ウェアについて理解し、

実践的な知識を身につけ

ている。 

学習観察 

 

ワ ー ク フ

ァ イ ル の

記 述 と 提

出状況 

 

レポート 

 

発表 

 

実技 

 

定期考査 

情
報
の
活
用 

 

・インターネットや SNSの役

割について理解する。 

・ワードプロセッサソフト、

表計算ソフト、画像・図形

処理ソフトをまとめて使

い、実践的に情報処理を

行うことができる。 

・プレゼンテーションソフト

を使って実践的なプレゼ

ンテーションを行うことが

できる。 



３
学
期 

農
業
学
習
と
情
報
発
信 

 

・農業学習とプロジェクト学

習について深く理解す

る。 

・プロジェクトをまとめ、情

報通信ネットワークを活用

して情報発信する。 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

a:農業と情報処理、環境情

報システムについて関心

を持ち、意欲的に学習に

取り組もうとしている。 

b:農業と情報処理、環境情

報システムについて課題

を見出し、その解決に思

考を深め、判断・表現す

る姿勢がみられる。 

c:農業と情報処理、環境情

報システム、ソフトウェ

アについて実践的な技術

を身に付け、それら技術

を活用している。 

d:農業と情報処理、環境情

報システムについて理解

し、実践的な知識を身に

つけている。 

学習観察 

 

ワ ー ク フ

ァ イ ル の

記 述 と 提

出状況 

 

レポート 

 

発表 

 

実技 

 

定期考査 

情
報
の
活
用 

 

・HTML 等を理解し、Web

ページを作成することが

できる。 

・データベースの役割と意

義を理解する。 

・ワードプロセッサソフト、

表計算ソフト、画像・図形

処理ソフト、プレゼンテー

ションソフトをまとめて使

い、実践的なプレゼンテ

ーションを行うことができ

る。 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画 作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付け

ている。 

 

 


